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長距離走選手のパフォーマンスに関連する因子の探索

Our attempt for the discovery of new factors involved in  
the performance of long-distance runners
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Ⅰ．は　じ　め　に

日々激しいトレーニングを長時間に渡って行う
陸上長距離走選手が、スポーツ障害を予防しつつ、
求められる時に最大のパフォーマンスを得るため
に、これまで血中乳酸濃度1）や、トレーニングと
年間の血液検査項目の関連（Hb等の貧血に関す
る項目、CPK等の筋肉に関する項目）2） などが
検討されてきた。本研究の目的は、長距離走の記
録に相関する血液検査項目を同定し、そのメカニ
ズムを解明することによって、激しいトレーニン
グを重ねるアスリートの健康管理やパフォーマン
ス向上につなげることである。

Ⅱ．方法・結果・考察

１．研究対象および研究デザイン
本研究は 2017年および 2019年に記録された延

べ45名（2017年22名、2019年23名）の男子長距
離走選手、年齢19.918±1.2332（平均±標準偏差、
以下同様）歳の競技記録と血液検査データを用い
た後向き研究である。男子長距離走選手を対象に

各年9月に実施された血液検査データとその前後
2か月の間に計測された 10000m走のベストタイ
ムとの関連を検討した。血液検査項目は表2に示
す。研究対象者 45名のうち、欠損データのある
者（8名）を除いた37名を研究対象者とした。

本研究データは特定可能な個人情報は匿名化さ
れている状態で提供を受けたため、倫理委員会へ
の申請は必要としていない。

２．評価項目
主要評価項目は各選手に対して実施された血液

検査の前後 2か月間に計測された 10000m走のベ
ストタイムとした。

３．結果および考察
統計解析には、Microsoft®Excel2013および

JMP Pro ver13.2.1 （SAS Institute, Cary, NC, 
USA）を使用した。

まず、研究対象者背景（表1）において、名義
尺度は件数または割合（%）を示し、連続変数は
平均値（標準偏差）を示す。年齢19.918±1.2332
歳、10000m走ベストタイム1822.5±35.496秒であ
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った。
次に研究対象者の各種血液検査データの平均値

および標準偏差を表2に示す。とくに血清フェリ
チン値は70.433±47.935（範囲9.1−188） ng/mlで
あり、昨年の我々の報告3）と同様に、一般健常者
男子の値187.5 （範囲82−309） ng/ml4）に比べる

と今回の研究対象者のフェリチン値は有意に低い
ことが推測される。また、aminotransferase活性
は、GOT：33.775±8.9456，GPT：24.950±7.5231
であったが、先行研究で行われた診断方法に従っ
てビタミン B6不足が見られるかについて検証し
たところ、約 22%（37人中 8人）がビタミン B6
不足である可能性が考えられた 3）。 ビタミン B6
をはじめとしたビタミンB群は共通の食品に含ま
れることが多い （日本食品標準成分表 2015年版

（七訂））ことから、本研究対象者の約 22%がビ
タミンB群全体の不足に陥っている可能性が示唆
される。以上を踏まえて我々は10000mベストタ
イムと相関する血液検査項目を同定するための予
備的検証を進めた。まず、目的変数を10000m走
ベストタイム、説明変数を各血液検査項目（表2）

表１　研究対象者背景

表２　血液データ項目の分布
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としたときの多重共線性について VIFを求める
ことにより検証した。その結果、表3に示すよう
に赤血球に関する項目である RBC， HB， HCT， 

MCV， MCH， MCHCに多重共線性がみられるこ
とが分かった。 そこでこの中から、HB， HCT， 
MCHを除いて VIFを求めた（表 4）。その結果、

表３　説明変数に対する各パラメータの推定値

表４　説明変数に対する各パラメータの推定値（多重共線性調整後）
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各項目間には強い多重共線性はみられなかった。
次に、表4にあげた項目を説明変数、10000m走ベ
ストタイムを目的変数としてステップワイズ法 5）

による項目選択を行った。その際に AIC赤池情
報量規準 （Akaike’s Information Criterion）6）を
評価値とした。変数増加法による結果を表5に示
す。項目をWBC， UN， Ferritinとした時に最小
のAICとなる。とくに、WBCとUNのp値は0.01
未満であった。 一方、 変数減少法では、WBC， 
MCV， MCHC， UNとした時に最小のAICとなっ
た（data not shown）。 しかし、 表 4において
MCVとMCHCのVIFがそれぞれ2以上であるこ
とから、これらの項目による10000m走ベストタ
イムを目的変数とした重回帰分析では多重共線性
が解消されていないことが示唆される。以上の結
果から、10000m走ベストタイムに相関する血液
検査項目として WBC， UN、 もしくは WBC， 
UN， Ferritinの組み合わせが最適であると考えら
れる。我々は今後、選択された項目と10000m走
ベストタイムとの相関性を重回帰分析による解析
を進める予定である。
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